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プロクエクトY

9月と11月に｛かれた県教育委員会主催の著書交流会に●加してきました∴第1匝HJ、如、

むあうとさんとIKCの共同企画です。7月後半から企藤会嬢を｛き日時とイベント内職を・奪え

ていきました。9月29～30日に野外炊飯をメインに決定しました。嶋新は遭佐町の鶉浜｛年

の崇です。

9月29日交流会本番。IKCからは4人、全体で23人の鯵加となりました。初めに自己紹

介を兼ねた簡単なゲームをしながら野外炊飯のグループ決めをして、メインイベント会場の西浜

海水浴場へ。メニューは豚汁、ごほん、焼きそば、ソーセージ。綱理の合間には近くの港に移勤

し、夕日を見ました。きれいでした。戻ったら仕上げをして宋成。地面にシートを敷いてテーブ

ルを設粧し食べる事儀を整えてから、みんなそろっていただきま－す！いろんな人とお古しな

がらの楽しいお食事タイムでした。そんな楽しい時間はあっという間に遇ぎてしまうもので、お

片付け終了後、多くの参加者達は帰っていきました。

2日目はほとんどIKCメンバーとスタッフばかり。遊佐町の史跡（牛渡川と十六雛漢）を自

分達が案内して第1回は終わりです。

第2回は山形市のフリースペースぶらっとほ－むさんの企画で、11月20～21日に開かれ

ました。場所は大江町の朝日少年自然の蒙。t KCからは4人、全体の参加人数は25人くらい

だったかな？初めは前回と同じく自己紹介がてらゲームをして、グループ決めが出来た後に芋薫

会へ。ところが外は雨で寒い。11月ですからわー　という訳で屋内にて開催。しょうゆ・牛肉

の内陸員とみそ・豚肉の庄内風の2本立てで、それぞれ2グループずつ調理開始。讃理場が集会

場的な部屋で流し場まで何回も往復する必要があったのは大変でした。どうにかこうにかして完

成。それぞれの芋兼を食べ比べて、あっちがうまい、こっちがうまいとあーだこ－だおしゃべり

しながらの楽しい会食となったのでした。

芋煮会の後片付けをしてちょっと休憩をしまして、次は体育館へ移勤し運勤タイム。いつの間

にかバレー大会になっちやってました。その後は休憩室に乗り、フリートーク＆お風呂タイム。

そうそう第2回は全員お泊りです。夜の時間が楽しいのですよ♪　フリートークはおもしろおか

しい話で盛り上がっている個では、ちょ一真面目なお番も。で、気付いたらもう4時ではありま

せんか！　ここでお開きとなりました。　おやすみ～

2日目。7時半朝食→部屋掃除の後にプラネタリウムが待っていました。暗～い空l抑こ心地よ

い音楽が流れています。ほとんど寝不足の人です。多くの方が睡魔に襲われたようですね。

そして次は、もう雨が止んでいたので昨日宇美会と一組こするはずだった焼き芋を野外炊飯場

にて行うことになりました。近くには池があり、いかだがありました㊥きっそく乗って遊んでい

る方数名。楽しそうに遊んでいるのを見て乗ろうかと患ったけども勇気が出なかった‥・も

し水の中に落ちたらどうしよう！？と考えてしまったのですよ。あっ、焼き芋はホクホク甘くて

おいしかったです。

これでイベントは終了です。最後にアンケート記入して、閉会式をしまして解散しました個出

会った人達との別れを惜しみながら帰路につきました。

第1臥集2回ともにとても有意義な交流会だったなあと患います。

酒田市の海向寺にある茶店蓼つむぎを8月1～3日の海向寺夏祭り、5日の酒田花火大会と

大みそか・元旦にお店開きをしました。なぜⅨCで茶店を｛くのかといいますと、会報発行の賞

金を得るためと、働く喜びを味わってもらおうという鍍労体験ですれ

8月から。メニューはかき氷、焼きだんご（みたらし・あん）、玉こんにゃく、甘酒、ジュー

スなど。18年度から暮KCに参加している自分にとって初めてのお店体験でした。ドキドキワク

ワク。祭り前日に開店攣儀をして本番に臨みます。営業時間は夜です。

初日は雨で肌寒い気温だったので、急きょ冷たい甘酒を温かい甘酒に変更しました。かき氷出

なかったよ～　玉こんとだんご売れましたよ。2日と3日は雨が止み夏らしい天1尉二乗ったのも

あってかき氷売れましたよ～　全体的に戚瓢こ売れましたれ

5日の花火大会。これはもう夏集りよりも大盛況だったと記慎しています。お客さんの来店が

落ち着いてきたフィナーレのときはみんなで花火見たよね～　夏の日の長い患い出です。

12月31日大みそか。再び夢つむぎ『店の日がやってきました。秋に、数名新メン′トが加

わったので前回よりもパワーアップした蓼つむぎとなりました。メニューは年越しそば、ぜんざ

ト、・玉こん、甘薯、フルーツケーキ、コーヒー。お客さんは夜11時頓から来店されて、12峰

をまわって年が明けると、初詣に来た多くの蓼洋書でにぎわいました。営業は午前3時に縫丁。

夜が明けたら今度は元旦営業です。もうひといき、はりきっていきましょう～♪

1月1日元旦。9時頃からメンバーが集まりだして、葬儀が整った午前10時lこ禰店。元旦に

そばはありません。良い天気に恵まれたおかげもあって、たくさんのお客さまにご利用いただき

ました。ありがとうございます。みんなテキバキ動けていてス子牛だなあと息いましたよ。午後

4時に閉店。忙しくも充実した年末年始を遇こせました。次は霊ダラ出店だね♪

媚日義ダラ集り出店●加

書きたいことたくさんあるけど、詳細に書くとスペースが足りなくなっちゃうので簡単に報告

します。初めに出店場所の商店街まで荷物を運んで舞店華儀。午前10時頃に『店。メニューは

玉こん、ぜんざい、甘酒に初登場となったスコーンです。スコーンはイギリスのお菓子で生クリ

ームといちごジャムを店頭で塗りながら販売しました。王こん、甘酒は2日間よく売れていきま

したが、気のせいか初日のぜんざいの売れ行きがよくなかったような‥・？2日目は売れま

したけどね。スコーンはというと、これまたピックリ。一番良く売れるのですよ！仁．寒ダラ祭

りでスコーンはめずらしかったのかな。集り前日に大量に作ったのが初日で完売しちゃうほどの

勢いでした。2日目は1日自終了後に作ったスコーンが売り切れてしまいそうだったので、途中

追加で作ってもらいました。女の子メンバーが販売を担当していたのもよかったのかもね。

最終的には全メニューが完売しました。よかったよかった。

接客体験が出来たことは、自分を含めみんなにとって良い社会勉謝こなりましたね。

叫ント雨瑞、頑サビ・ご舞ごち匪ヱきたお叩コンた女史。蝕は敵い
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